
  

 

 

小４・５PISA 型算国講習 日程 12/29（金）・12/30（土） 

時間 小４生 13：00～14：30、小５生 14：40～16：10 

会場 高崎 NEXT校、高崎北部校、高崎県央校、 

前橋本部校、前橋 NEXT校 

前橋箱田校、伊勢崎本部校 

学校テストでは見えてこない弱点は？ 

日本の小学校の算数テストには二つの特徴があります。一つ目は、たし算、かけ算など単元別テストであることです。二つ目は、文章題に、式をつくるのに必要な数字しか出

てこないことです。そのため例えば、わり算単元のテストなら出てきた数字をわる、というように機械的に解いて正解している子どもがたくさんいます。そして、気づかないうち

に、自分の頭で意味を理解しながらしっかり問題を読むという大切な習慣がおろそかになっています。 

また、小学校の国語テストも授業で習った文章が出題されるため、解きやすいテストとなっています。そのため、小学校のテストを用いて本当の読解力を測るのは難しく、読

解力が伸ばしにくい原因の一つになっています。 

意識して情報を取り出す経験を積もう！ 

算数の力を伸ばすためには、小学校の中学年から高学年のうちに少し長めで情報量の多い文章問題に取り組み、必要な情報を自分で取り出す力をつけることがとても大切

です。「PISA 型算国講習」では、学校よりも難しい文章題だけでなく、楽しく算数を勉強できるメニューを用意し算数の応用力を身につけていきます。実際の公立中高一貫校入

試レベルの問題にも挑戦します。その経験は、中学校や高校へ進学した後も非常に役に立ちます。 

また、近年の国語の入試問題は文章量が増えてきています。この傾向は、中高一貫校入試・高校入試・大学入試のすべてに当てはまります。さらに、１つの文章だけではな

く、複数の文章や資料を読解する形式に変化してきています。群馬県の公立中高一貫校の適性検査や、高校入試、大学入試にもつながる読解力をつけていきましょう。 

冬のテーマは「読解力」 

←小学校の算数テスト 

単純な計算と思考で解ける問題です。 

理解が不十分でも、点数がとれてしまいます。 

群馬県の高校入試問題数学→ 

文章量・情報量が多いです。 

読解力が必要な問題です。 

★公立中高一貫校入試レベルの問題にも挑戦！！ 


